
































持続可能な生産消費形態を確保する

地域に眠る無限の可能性を
〝麦酒〟で掘り起こす

ビール

地元の素材で個性的な味を

和田谷 光輝さん

パラグアイ
ラ・コルメナパラグアイ日本文化協会
コミュニティ開発
2014年7月8日～2016年8月7日

　私は2年間、南米のパラグアイに派遣されました。日
本人移住地のラ・コルメナで、地域イベントや週末市の
運営、環境教育などを担当。日系2世、3世の住民と交流
するうちに、彼らが家族や地域コミュニティを大切にし
「支え合いの精神」を発揮していることに感動しました。
　帰国後は「ラ・コルメナでの経験を生かし、人と人
をつなげ、地域を盛り上げたい」と考えました。縁
あって就職したのは島根県の石見麦酒。地元の米や
柑橘などを使い、多品種のクラフトビールを醸造し
ています。1回あたりの醸造量は100～150ℓ。風味
づけに使う副原料は少量で済むため「洋品店の裏庭
で採れたレモン」「創業100年を超える味噌屋さんの
麹」など、地元の素材で個性的なビールを作ってい
ます。

　石見麦酒は、各地の地域おこしも応援。津和野町の
湧き水を使ったビールは、元JICA海外協力隊員との
縁で誕生。また地域農業の活性化や、食品ロスの削減
に向けて、地元の生産者から規格外の農産物を買い
取り、ビールや果実酒、リキュール、レトルト食品（スー
プやカレー）などを商品化し、好評を得ています。

資源循環や地域活性化に貢献

　製造に際して、環境に負荷を与えないことも重要で
す。石見麦酒では醸造に、ステンレスタンクではなく
醸造用ビニール袋を使用。タンク洗浄に必要な大量
の水を節約しています。また、ビールを絞った後の麦
芽かすは、羊のエサに。羊からは羊毛や肉がとれ、資
源循環の輪ができています。
　2019年には東京のパラグアイフェスティバルに参
加。現地の主食の1つ、マンディオカを使ったオリジナ
ルビールを販売し、収益は日本語学校に寄付しました。
これからも、地域に眠る可能性をビールで掘り起こし、
社会貢献に一層力を入れていきたいと思います。

未来の環境を想像し
行動できる若者を育成

「ごみはごみ箱に」から教える
　英語力やボランティア経験を生かそうと、JICA海
外協力隊に応募。パナマに環境教育担当として派遣
されました。現地は貧富の差が大きく、住民のエコ意
識は低め。大人も平気で道端にごみを捨ててしまい
ます。そんな状況だけに小学校での授業は「ごみは
ごみ箱に捨てよう」からスタート。ゲームやグループ
ワーク、下水処理場の見学などで、楽しみながら学ぶ
ことを意識しました。この頃から「次世代を担う若い
世代に、環境問題への関心を高めること」が、私のラ
イフワークになりました。

　帰国後は、環境省中国環境パートナーシップオ
フィス（EPOちゅうごく）に勤務。持続可能な循環型社
会の実現に向けて、地域のキーパーソンと協働して
います。担当業務の一つが、大学生レポーターによ
る冊子「広島県SDGsビジネスセレクトブック」制作プ
ロジェクトの運営。先進的な企業の省資源活動など
を発信するとともに、大学生に物事を深く考える機
会を提供することが目的です。気候変動への対策を
進めるには、若い世代の育成が必須。10年後、20年
後の未来を想像し、自発的に行動できる人材を育て

優れた事例を共有し問題解決 たいです。
　問題が多様化・複雑化する現代社会において、環
境分野の人間だけでは豊かな自然を守ることはで
きません。行政や市民、企業など、関係者全員が特性
を発揮し、環境も経済も持続可能にすることが大切
です。私の強みは、現場力。どんな国でも環境でも、
現場に身を置くからこそ見えるものがあります。国内
外の先進事例の把握に加え、パナマでの現場経験も
今の仕事に役立つことがあります。こうした情報を
皆さんと共有しながら、問題解決に生かしていきた
いです。

派 遣 国
配 属 先
職　　種
派遣期間

：
：
：
：

Wadatani Mitsuteru島根県

J ICA海外協力隊としての活動

世界では食料生産量の3分の1に当たる
約13億トンの食料が毎年廃棄されています。

幅広い技術的措置をとり、一人ひとりが行動を
変えれば、地球の平均気温上昇を2℃に
抑えることは可能です。（産業革命以前との比較）

15 S D G s × J I C A 海外協力隊 16S D G s × J I C A 海外協力隊

檀上 成美さん
Danjo Narumi

パナマ
都市家庭廃棄物庁
環境教育
2018年1月15日～2020年1月14日

派 遣 国
配 属 先
職　　種
派遣期間

：
：
：
：

J ICA海外協力隊としての活動

広島県

目標 12 気候変動及びその影響を軽減するための緊急対策を講じる目標13

◀リキュールの原料に
するヤマモモを収穫

◀マンディオカを
使ってビールを醸造

◀近くの農家さんで
もらった傷のついた
ユズを有効活用

▲

津和野町の
湧き水を
使ったビール

▲イベントで行政、市民、企業の交流を促進

▲パナマの小学校でごみの分別をレクチャー

▲パナマ滞在中の受け入れ担当者と、
オンラインで情報交換

参考元：国連食糧農業機関（FAO） 参考元：国連広報センター（2018年）

檀上さんが考える
活動と関連が強い
その他のゴール

帰国後
取り組み
の

帰国後
取り組み
の
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持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する

小さな一歩を大切に
海岸清掃を呼び掛け

OV（Old Volunteer）会の新たな活動を模索

谷田 孝之さん

ニジェール
ニアメ市アミティエ小学校
小学校教諭
2000年7月11日～2002年7月10日

　アフリカ西部のニジェールに小学校教諭として赴
任。衛生教育の一環で、学校周辺にあふれるごみの問
題に精力的に取り組みました。子どもたちと課題解決
の方法を考え、ごみ捨て場の設置や分別収集を推進。
子どもたちに問題意識が芽生えたことで、地域住民や
行政にも運動の輪が広がり、見違えるほど学校周辺が
きれいになりました。
　帰国してからは、協力隊経験者で組織する青年海
外協力隊鳥取県OV会に所属。帰国した隊員の活動報
告を行うイベント開催をメインに、国際交流などを
行ってきました。しかし、新型コロナウイルス感染症
拡大によって人と接する機会が激減。新たな社会貢
献活動を模索する中、協力隊OVの池邉佳織さんが日
常的に海岸を清掃していることを知り、OV会として美
しい海を守る活動を一緒に広げたいと考えました。

　課題解決に必要なのは、小さなことでも行動するこ
と。できることから始めようと、2021年の「海の日」に
海岸清掃を企画しました。感染拡大防止の観点から
集合型イベントとしての開催はできませんでしたが、
OV会員や知り合いに各々の場所での一斉清掃を呼

できることから始めよう

び掛け。鳥取県だけでなく、島根県や岡山県、群馬県
の人たちも賛同して参加してくれました。夜には、
Zoomを活用した交流会で連帯感を確認。参加者から
は「コロナ禍でもできることは身近なところにある」
「まずは行動することが大切」といった感想が寄せら
れました。
　ニジェールでの活動も今回の清掃活動も根っこは
同じ。自分の身の回りをきれいにしていくことが、ごみ
を捨てない行動につながっていきます。これからも、
小さな一歩を大切にしていきたいです。

動物の立場で考え
行動できる人材を育てる

想像力を働かせて発表
　人間と自然の共生を目指すプログラム「せかい！
動物かんきょう会議」。山口県宇部市がSDGs推進に
向けて導入し、私は4年前からインストラクターを務
めています。
　対象は小学生から高校生まで。2時間の授業を2回
実施します。1回目は、子どもたちがそれぞれ自分の
好きな動物になりきって身の上を話します。例えば
イノシシは「山に食べ物がないから、家族で村に
行ったんだ。そしたらお父さんもお母さんもわなに
かかって、僕は一人ぼっちになった」といった感じで
す。ハンターに狙われるゾウ、海が汚れて苦しむクラ
ゲ、木が切られて巣をなくしたインコ…子どもたちの
発想は多種多様。動物の立場で考え、想像力豊かに
話してくれます。

　2回目の授業はグループで対話。子どもたちは「動
物たちを守るために、自分たちが何とかしなくて
は！」と知恵を絞ります。ごみを分別しよう、木を植え
ようなど、積極的に発言。一般的に日本の児童は、他
人の目を気にして発言しないといわれます。「せか
い！動物かんきょう会議」は、動物になりきるという設

開発途上国の環境にも関心を

定があるため話しやすく、殻を破るよい機会になっ
ています。
　開発途上国では、環境破壊の影響が日本よりダイ
レクト。私がかつて過ごしたザンビアでも、気候変動
による雨不足でトウモロコシが全く育たず、食料不
足が起きていました。オンラインでミャンマーの子ど
もたちと交流した児童たちは、シカになりきったミャ
ンマーの子が「僕らの森を奪わないで」と訴える姿が
印象に残ったそうです。多様な視点から地球環境の
危機を捉え、自分のこととして行動できる人材が育っ
てほしいと思います。

派 遣 国
配 属 先
職　　種
派遣期間

：
：
：
：

Tanida Takayuki鳥取県

J ICA海外協力隊としての活動

海洋ごみの影響により、魚やアザラシ、
ウミガメを含む約700種以上もの生物が
傷つけられたり死んだりしています。

野生動物の個体数は
1970年から2016年までの間で
3分の2以上減少しています。

17 S D G s × J I C A 海外協力隊 18S D G s × J I C A 海外協力隊

柿沼 瑞穂さん
Kakinuma Mizuho

ザンビア
ICAZAMBIA（NGO）
村落開発普及員
1997年12月9日～2000年12月8日

派 遣 国
配 属 先
職　　種
派遣期間

：
：
：
：

J ICA海外協力隊としての活動

山口県

目標 14 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、
砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

目標15

◀海岸清掃を呼び掛けるポスター

▲東浜海岸（鳥取県岩美町）の砂浜からは大きな縄が出現
▲淀江海岸（米子市）の清掃メンバー。
拾ったごみは、缶やペットボトル、漂着物など多種多様

▲動物の目線で小学生が描いたポスター

▲「ポイ捨てはダメ」とアピールする子どもたち

▲環境破壊の原因について動物の立場で
検証する高専の学生たち

参考元：世界自然保護基金（WWFジャパン） 参考元：世界自然保護基金（WWFジャパン）

柿沼さんが考える
活動と関連が強い
その他のゴール

帰国後
取り組み
の

帰国後
取り組み
の



持続可能な開発のために海洋・海洋資源を保全し、持続可能な形で利用する

小さな一歩を大切に
海岸清掃を呼び掛け

OV（Old Volunteer）会の新たな活動を模索

谷田 孝之さん

ニジェール
ニアメ市アミティエ小学校
小学校教諭
2000年7月11日～2002年7月10日

　アフリカ西部のニジェールに小学校教諭として赴
任。衛生教育の一環で、学校周辺にあふれるごみの問
題に精力的に取り組みました。子どもたちと課題解決
の方法を考え、ごみ捨て場の設置や分別収集を推進。
子どもたちに問題意識が芽生えたことで、地域住民や
行政にも運動の輪が広がり、見違えるほど学校周辺が
きれいになりました。
　帰国してからは、協力隊経験者で組織する青年海
外協力隊鳥取県OV会に所属。帰国した隊員の活動報
告を行うイベント開催をメインに、国際交流などを
行ってきました。しかし、新型コロナウイルス感染症
拡大によって人と接する機会が激減。新たな社会貢
献活動を模索する中、協力隊OVの池邉佳織さんが日
常的に海岸を清掃していることを知り、OV会として美
しい海を守る活動を一緒に広げたいと考えました。

　課題解決に必要なのは、小さなことでも行動するこ
と。できることから始めようと、2021年の「海の日」に
海岸清掃を企画しました。感染拡大防止の観点から
集合型イベントとしての開催はできませんでしたが、
OV会員や知り合いに各々の場所での一斉清掃を呼

できることから始めよう

び掛け。鳥取県だけでなく、島根県や岡山県、群馬県
の人たちも賛同して参加してくれました。夜には、
Zoomを活用した交流会で連帯感を確認。参加者から
は「コロナ禍でもできることは身近なところにある」
「まずは行動することが大切」といった感想が寄せら
れました。
　ニジェールでの活動も今回の清掃活動も根っこは
同じ。自分の身の回りをきれいにしていくことが、ごみ
を捨てない行動につながっていきます。これからも、
小さな一歩を大切にしていきたいです。

動物の立場で考え
行動できる人材を育てる

想像力を働かせて発表
　人間と自然の共生を目指すプログラム「せかい！
動物かんきょう会議」。山口県宇部市がSDGs推進に
向けて導入し、私は4年前からインストラクターを務
めています。
　対象は小学生から高校生まで。2時間の授業を2回
実施します。1回目は、子どもたちがそれぞれ自分の
好きな動物になりきって身の上を話します。例えば
イノシシは「山に食べ物がないから、家族で村に
行ったんだ。そしたらお父さんもお母さんもわなに
かかって、僕は一人ぼっちになった」といった感じで
す。ハンターに狙われるゾウ、海が汚れて苦しむクラ
ゲ、木が切られて巣をなくしたインコ…子どもたちの
発想は多種多様。動物の立場で考え、想像力豊かに
話してくれます。

　2回目の授業はグループで対話。子どもたちは「動
物たちを守るために、自分たちが何とかしなくて
は！」と知恵を絞ります。ごみを分別しよう、木を植え
ようなど、積極的に発言。一般的に日本の児童は、他
人の目を気にして発言しないといわれます。「せか
い！動物かんきょう会議」は、動物になりきるという設

開発途上国の環境にも関心を

定があるため話しやすく、殻を破るよい機会になっ
ています。
　開発途上国では、環境破壊の影響が日本よりダイ
レクト。私がかつて過ごしたザンビアでも、気候変動
による雨不足でトウモロコシが全く育たず、食料不
足が起きていました。オンラインでミャンマーの子ど
もたちと交流した児童たちは、シカになりきったミャ
ンマーの子が「僕らの森を奪わないで」と訴える姿が
印象に残ったそうです。多様な視点から地球環境の
危機を捉え、自分のこととして行動できる人材が育っ
てほしいと思います。

派 遣 国
配 属 先
職　　種
派遣期間

：
：
：
：

Tanida Takayuki鳥取県

J ICA海外協力隊としての活動

海洋ごみの影響により、魚やアザラシ、
ウミガメを含む約700種以上もの生物が
傷つけられたり死んだりしています。

野生動物の個体数は
1970年から2016年までの間で
3分の2以上減少しています。
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柿沼 瑞穂さん
Kakinuma Mizuho

ザンビア
ICAZAMBIA（NGO）
村落開発普及員
1997年12月9日～2000年12月8日

派 遣 国
配 属 先
職　　種
派遣期間

：
：
：
：

J ICA海外協力隊としての活動

山口県

目標 14 陸域生態系の保護、回復、持続可能な利用の推進、持続可能な森林の経営、
砂漠化への対処、ならびに土地の劣化の阻止・回復及び生物多様性の損失を阻止する

目標15

◀海岸清掃を呼び掛けるポスター

▲東浜海岸（鳥取県岩美町）の砂浜からは大きな縄が出現
▲淀江海岸（米子市）の清掃メンバー。
拾ったごみは、缶やペットボトル、漂着物など多種多様

▲動物の目線で小学生が描いたポスター

▲「ポイ捨てはダメ」とアピールする子どもたち

▲環境破壊の原因について動物の立場で
検証する高専の学生たち

参考元：世界自然保護基金（WWFジャパン） 参考元：世界自然保護基金（WWFジャパン）

柿沼さんが考える
活動と関連が強い
その他のゴール

帰国後
取り組み
の

帰国後
取り組み
の



持続可能な開発のための平和で包摂的な社会を促進し、すべての人々に司法へのアクセスを
提供し、あらゆるレベルにおいて効果的で説明責任のある包摂的な制度を構築する

難民の子どもたちに
安心して過ごせる居場所を

内戦逃れ、国外に避難

望月 奏さん

ヨルダン
子ども支援専門の国際NGO
青少年活動
2016年3月28日～2017年3月28日

　中東のヨルダンは、周囲をイラクやイスラエルと
いった紛争当事国に囲まれ、多くの難民を受け入れ
ています。難民とは、人種や宗教、国籍、政治的な意見
の対立による迫害を避けるために、外国に逃れた人々
のこと。私が派遣されたヨルダン北部の難民キャンプ
には、内戦で祖国を追われた約8万人のシリア人が暮
らしていました。驚いたのは、そのうちの約半数が18歳
以下の子どもだったこと。閉鎖的な生活環境や親の失
業、家庭内暴力などでストレスを抱えている子どもも
多く、その心のケアが重要な課題になっていました。

　難民キャンプでは、教育機会を増やすため、多くの
学校が二部制を導入していました。しかし一方で、学
校生活の短縮という別の問題が浮上。その解消のた
めキャンプ内に「放課後子ども教室」のようなユース
センターが設置されていました。私はそこでスポーツ
や工作を通して、子どもの居場所づくりに取り組みま
した。現地の子どもたちは、とにかく元気。炎天下で
サッカーをした時は、そのパワーに圧倒されました。
特に思い出深いのは「長縄跳び大会」です。子どもた

遊びを通じてストレス緩和

ちは優勝を目指して大張り切り。仲間との一体感を味
わう貴重な体験になったと思います。
　1年間という短い派遣期間には、達成感より無力感
を感じました。しかし、あのときに見た子どもたちの笑
顔は一生忘れられません。現在は国立江田島青少年
交流の家で、子どもたちにさまざまな体験活動の機
会を提供しています。次世代を担う子どもたちに、難
民キャンプの現状や私の経験を話すことが、ゴール達
成につながると信じています。

組織の枠を超えた協働・連携で
SDGs達成を目指す

お互いの強みを生かす
　JICAでは、「地域のJICA窓口」として、各地に「国際
協力推進員」を配置しています。推進員の重要な役割 
のひとつとして、開発途上国や日本国内の課題解決
に取り組むパートナーとの連携促進や未来の国際協
力人材の育成があります。
　各都道府県の特徴や強み、課題を認識し、JICAが一
緒に取り組むべきことを考えることも大切な仕事で
す。例えば広島県では、世界で初めて原爆が投下され
た地であることから、平和に関する取り組みを推進し
ています。JICA海外協力隊として出発する隊員向け
に、平和や原爆への理解を深める講座を同じ被爆地
の長崎県の国際協力推進員と連携し、さまざまなパー
トナーの力を借りながら実施。派遣先の現地でも原爆
や平和について知ってもらう展示（原爆展）を開催で
きるようサポートしています。岡山県は、国際協力関連
の団体が多いのが特徴。NGOやNPO、教育機関、自治
体、民間企業、さらにそうしたところで働く協力隊経験
者とも協力し、組織の枠を超えてイベントを合同開催
したり、情報共有したりしています。また、山口県では、
地域で活躍する方々と連携して行うイベントや学生と
協働した企画を通して、市民の皆さんに国際協力を身
近に感じてもらえるよう尽力しています。

　SDGsや国際協力に関心を持ってもらうことが、世界
と日本、そして私たちの未来を変える第一歩につなが
ると考えています。中国5県の推進員は、「パネル展」
などを通じて、開発途上国における活動やJICA海外協
力隊の事業内容を広報しています。鳥取県ではこうし
た広報を郵便局や図書館などを中心に実施し、JICA
のパンフレットや広報誌を配布。島根県でも「JICAや
協力隊のファンを増やしたい」との思いで地域イベン
トに参加し、パネルや写真の展示を行うなど日々取り
組んでいます。 
　さらに、国際協力への理解を深めてもらうために
行っているのが「国際協力出前講座」です。学校の授業
や講演会などにJICA海外協力隊経験者などが講師とし
て伺い、開発途上国の生活や文化、国際協力活動など
を紹介。将来、国際協力を担う人材の育成につなげて
います。SDGsの達成には、一人ひとりができることを考
え、行動することが重要です。これからも市民の皆さん
やNGO、自治体、学校、企業など、さまざまなパートナー
と協働し、SDGs達成に向けて取り組んでいきます。
　このパンフレットを読んで一歩踏み出してみたくなった
方、ぜひお近くのJICA窓口にお問い合わせください！

派 遣 国
配 属 先
職　　種
派遣期間

：
：
：
：

Mochizuki So広島県

J ICA海外協力隊としての活動

紛争や迫害等から逃れた難民や避難民は
約8,240万人に上ります。（2020年）

持続可能な開発目標（SDGs）は
私たち全員に関係があります。
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国際協力推進員
Coordinator for International Cooperation

広島県

目標 16 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する目標17

◀折り紙はヨルダンでも人気でした
※難民（個人情報）保護の観点から写真を一部加工しています

▲

ユースセンターでサッカーをする
少年たち

◀センター対抗戦で行われた
「長縄跳び大会」

▲岡山フェアトレードの会との共催イベントでJICAブースを出展

参考元：国連UNHCR協会

島根県 鳥取県岡山県 山口県

「知る」ことが「きっかけ」につながる

◀派遣前に被爆体験を
聞く隊員たち

望月さんが考える
活動と関連が強い
その他のゴール

派遣国
取り組み
での

国際協力推進員
紹介ページ
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子ども支援専門の国際NGO
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　中東のヨルダンは、周囲をイラクやイスラエルと
いった紛争当事国に囲まれ、多くの難民を受け入れ
ています。難民とは、人種や宗教、国籍、政治的な意見
の対立による迫害を避けるために、外国に逃れた人々
のこと。私が派遣されたヨルダン北部の難民キャンプ
には、内戦で祖国を追われた約8万人のシリア人が暮
らしていました。驚いたのは、そのうちの約半数が18歳
以下の子どもだったこと。閉鎖的な生活環境や親の失
業、家庭内暴力などでストレスを抱えている子どもも
多く、その心のケアが重要な課題になっていました。

　難民キャンプでは、教育機会を増やすため、多くの
学校が二部制を導入していました。しかし一方で、学
校生活の短縮という別の問題が浮上。その解消のた
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サッカーをした時は、そのパワーに圧倒されました。
特に思い出深いのは「長縄跳び大会」です。子どもた

遊びを通じてストレス緩和

ちは優勝を目指して大張り切り。仲間との一体感を味
わう貴重な体験になったと思います。
　1年間という短い派遣期間には、達成感より無力感
を感じました。しかし、あのときに見た子どもたちの笑
顔は一生忘れられません。現在は国立江田島青少年
交流の家で、子どもたちにさまざまな体験活動の機
会を提供しています。次世代を担う子どもたちに、難
民キャンプの現状や私の経験を話すことが、ゴール達
成につながると信じています。

組織の枠を超えた協働・連携で
SDGs達成を目指す

お互いの強みを生かす
　JICAでは、「地域のJICA窓口」として、各地に「国際
協力推進員」を配置しています。推進員の重要な役割 
のひとつとして、開発途上国や日本国内の課題解決
に取り組むパートナーとの連携促進や未来の国際協
力人材の育成があります。
　各都道府県の特徴や強み、課題を認識し、JICAが一
緒に取り組むべきことを考えることも大切な仕事で
す。例えば広島県では、世界で初めて原爆が投下され
た地であることから、平和に関する取り組みを推進し
ています。JICA海外協力隊として出発する隊員向け
に、平和や原爆への理解を深める講座を同じ被爆地
の長崎県の国際協力推進員と連携し、さまざまなパー
トナーの力を借りながら実施。派遣先の現地でも原爆
や平和について知ってもらう展示（原爆展）を開催で
きるようサポートしています。岡山県は、国際協力関連
の団体が多いのが特徴。NGOやNPO、教育機関、自治
体、民間企業、さらにそうしたところで働く協力隊経験
者とも協力し、組織の枠を超えてイベントを合同開催
したり、情報共有したりしています。また、山口県では、
地域で活躍する方々と連携して行うイベントや学生と
協働した企画を通して、市民の皆さんに国際協力を身
近に感じてもらえるよう尽力しています。

　SDGsや国際協力に関心を持ってもらうことが、世界
と日本、そして私たちの未来を変える第一歩につなが
ると考えています。中国5県の推進員は、「パネル展」
などを通じて、開発途上国における活動やJICA海外協
力隊の事業内容を広報しています。鳥取県ではこうし
た広報を郵便局や図書館などを中心に実施し、JICA
のパンフレットや広報誌を配布。島根県でも「JICAや
協力隊のファンを増やしたい」との思いで地域イベン
トに参加し、パネルや写真の展示を行うなど日々取り
組んでいます。 
　さらに、国際協力への理解を深めてもらうために
行っているのが「国際協力出前講座」です。学校の授業
や講演会などにJICA海外協力隊経験者などが講師とし
て伺い、開発途上国の生活や文化、国際協力活動など
を紹介。将来、国際協力を担う人材の育成につなげて
います。SDGsの達成には、一人ひとりができることを考
え、行動することが重要です。これからも市民の皆さん
やNGO、自治体、学校、企業など、さまざまなパートナー
と協働し、SDGs達成に向けて取り組んでいきます。
　このパンフレットを読んで一歩踏み出してみたくなった
方、ぜひお近くのJICA窓口にお問い合わせください！

派 遣 国
配 属 先
職　　種
派遣期間

：
：
：
：

Mochizuki So広島県

J ICA海外協力隊としての活動

紛争や迫害等から逃れた難民や避難民は
約8,240万人に上ります。（2020年）

持続可能な開発目標（SDGs）は
私たち全員に関係があります。
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国際協力推進員
Coordinator for International Cooperation

広島県

目標 16 持続可能な開発のための実施手段を強化し、グローバル・パートナーシップを活性化する目標17

◀折り紙はヨルダンでも人気でした
※難民（個人情報）保護の観点から写真を一部加工しています

▲

ユースセンターでサッカーをする
少年たち

◀センター対抗戦で行われた
「長縄跳び大会」

▲岡山フェアトレードの会との共催イベントでJICAブースを出展
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紹介ページ
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中国の取り組みJ I CA

開発途上国も日本も元気に“草の根技術協力事業”
　草の根技術協力事業は、日本のNGO、地方自治体、大学、民間企業等の団体が、これまでの活動を通じて蓄積し
た知見や経験に基づいて提案する国際協力活動を、JICAと団体の協力関係のもとに実施する事業です。
　教育、平和構築、保健医療・福祉、農業、環境などの分野で、中国地方の提案団体の特性を活かした活動を開発
途上国で展開し、現地での技術指導のための日本人専門家派遣や関係者を日本に招いての研修を実施してい
ます。現地では派遣中のJICA海外協力隊員と協働してプロジェクトを実施することもあります。また、協力隊経
験者はプロジェクトの責任者や専門家としても活躍しています。

　2006年から、カンボジアの教育・青年・スポーツ省と協働で、体育科教育の発展・普及に向け
た取り組みを実施しています。カンボジアでは1975年から1979年のポルポト政権下で教育関係
者が虐殺され、教育文書も破棄され、学校教育は中断されました。各国からの支援で教育制度
が確立される中、他の教科に比べて体育は低い位置付けで扱われていましたが、これまでのプ
ロジェクトを通して子どもたちを育てていく上で「態度・知識・技能・協調性」を教える重要な教科
だと認識されるようになりました。本事業でも協力隊経験者や派遣中の隊員が活躍しています。

カンボジア王国・小学校から高等学校まで
一貫した高い質で学ぶ
「Physical Education for All」プロジェクト 2021年2月～2025年1月 

このプロジェクトは［４：質の高い教育をみんなに］を軸として、
こちらのゴールに関連しています。

Pick Up!

　山陽と山陰、気候も地場産業も異なる中国地方には、基幹産業や伝統産業を長年支えてきた高度な技術力を
持つものづくり企業、技術力と地域資源を活かして新たな分野を目指すオンリーワン企業が多くあります。 
　途上国に進出したい企業と日本の技術を必要とする途上国。JICAは長年ODAで培った途上国政府とのネット
ワークや情報で、企業と途上国の仲介役として、企業の海外展開のお手伝いをします。途上国の課題解決につな
がる事業の可能性を調査するための、さまざまな支援メニューをご用意しています。

　インドでは、汚水が未処理のまま放流されることが多く、
地域住民の生活環境が脅かされています。大成工業株式会
社は、無電力、無放流で生活排水を処理する、環境配慮型ト
イレ（TSS）を国内で展開しており、インドでも事業展開を目
指し、JICAの中小企業・SDGsビジネス支援事業にて調査を
実施しています。

インド・環境配慮型トイレの導入にかかる
普及・実証事業
2018年6月～2022年12月  

このプロジェクトは［６：安全な水とトイレを世界中に］を軸として、
こちらのゴールに関連しています。

詳細はこちらから
ご覧ください。

Pick Up!

大成工業株式会社鳥取県

　グローバル化が進む現在、地球に暮らす私たちが自らの足元を見つめ直し、日本を含めた国際社会が抱える課題
に取り組むことが急務となっています。また、教育現場では「持続可能な社会の創り手」の育成がうたわれ、多様な
価値観・生活習慣を持つ人々と国内外で共存するために必要な資質や能力を育むことが求められています。
　JICAの開発教育支援事業では、長年の開発途上国での活動経験をふまえ、児童・生徒や教員の方々が世界の問
題や日本との関わり、国際協力について知り、考え、行動に移すきっかけとなるためのさまざまなプログラムを提
供しています。

　三原市立三原小学校の田中涼子先生は、2010年にJICAの教師海外研修に参加、「現地の
人と同じ目線で活動したい」という思いから、2012年に現職教員特別参加制度（当時）でカン
ボジアに小学校教諭として派遣されました。帰国後も、JICAが行う開発教育指導者研修等で
研鑽を積み、現在は、それらの経験を活かして、探究的な学習の在り方に関する研究推進地
域事業における三原市の研究推進リーダーとして生活科、総合的な学習の時間の充実に努
めています。田中先生の授業を受ける児童生徒は、カンボジアの事例を通して世界を知り、
三原市の歴史や産業、現在の課題を通じて地域を考える、まさに「Think Globally, Act Locally」
の実践者になっています。

持続可能な社会のために学校ができること
－JICA海外協力隊現職教員特別参加制度を活用した教員の活躍－

田中 涼子先生小学校教諭

田中先生の取り組みは、［４：質の高い教育をみんなに］を軸として、
こちらのゴールに関連しています。

Pick Up!

教室から世界へ“開発教育支援事業”

広島県
島根県

日本の知見・経験を活かして“研修員受入事業”
　JICA中国では、原爆から復興した広島の経験、各大学が専門とする教育・農業分野の研究、地方創生の取り組み
等、中国地方が有する強みや課題克服に向けた活動を途上国の開発につなげる研修事業を実施しています。これま
で約140カ国から、行政官、民間団体職員等、11,000人以上を受け入れてきました。
　COVID-19の感染拡大により研修員の来日が難しくなった2020年以降は、オンラインツールを介して、講義・実習
等のプログラムを開発途上国の研修員に提供する「遠隔研修」にも取り組んでいます。
　研修員は中国地方の行政、民間企業や研究・教育機関から「知の蓄積」を学ぶだけでなく、原爆の実相と復興を共
有する平和学習や、日本文化プログラムを通じ、日本の歴史、社会、文化についても学びます。

　島根県海士町は、2018年、JICAと連携協定を結びました。海士町は、町をあげて地
域産業の活性化と教育の魅力化に取り組み、持続可能な町を作るために積極的な挑
戦を行い、全国から注目を集めています。ここで実施するJICA青年研修では、開発途
上国から参加している研修員たちに、それぞれの国の課題解決に役立つヒントを伝
えています。
　視察先の教育・農業・地域づくり等の現場では協力隊経験者も活躍し、地域の活性化
に一役買っています。

海士町での青年研修 海士町

このプログラムはこちらのゴールに関連しています。

Pick Up!

企業の技術を世界に“中小企業・SDGsビジネス支援事業”

特定非営利活動法人ハート・オブ・ゴールド岡山県

JICA中国では、さまざまな事業を通してSDGsの達成に取り組んでいます。
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